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今回我々は,著明左 cortiealvenousrcfluxを呈し.

SPE(T にて脳血流低下が確認された海綿静脈洞部硬膜

動静脈シャント LCSdA＼/S)を3例経験 したLT)で報告

する.

症例 1は59歳女性.症例2は4̀9歳男性,症例3は69歳

女性,いずIlLの症例も腹視 ･結睦充血などの限症状をEを.

したが,その程度は軽微だった.症例1では lPS,症

例 2では SOV.症例 3では IPSが副次的な dr山lage

として認められたが.いずれも maindrainageはシ,i

ビrTTl静脈-の corticalヽ･enousrenuxであり,SPECyr

では renuxが.ん!､lttる部分の血流低下が確認された.

症例 1･症 例 2で は経静脈的 塞 栓 術 を施 行. 治 頼 検眼症

状は徐々に改 善 して し､き,SPECr 所 見 は it":.常 化 した.

症例3も経静脈的塞 栓術を予定 して い る.

Cortical～,enousrerlux を伴 ･p) CSd̂ ＼･･lTS で は, こ

れが顕著な場合闘 孟頭蓋内 出血 の危険 性 が商 い た め早期

tpT)治療が必要と考え L.)Jllる. こLT)際 限症 状 と臨床的切迫

度しi_:Irよ相関したいので.治墳し')緊急性を判定す三日二は.

0-61巨大 venouspouch を伴--､た脳内 AVF
の 1例
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出血で発症 し,巨大な venouspouchを伴一一､た脳内

動静脈墳 LAVF)を経験 したL')で雑費する.【症例】/12

読,男性.【主訴】実然の頭痛.【既往歴,家族歴】特記

事項なし.【現症】平成5年12月lJ川 ∴突然の頭痛を主

訴に近医を受診 した結果.脳室内出血と診断され 翌仁_1

当院に垢合入院 した.【入院時所見】入院時意識は清明

で,左同名半盲認めた.(T .l∴ 石頭頂饗iこ一部器質化

された多発性の占拠病変を認め,血管撮影iこて右中大脳

動脈 (MCA)および右後大脳動脈 (PCA)C')皮質より

巨大な rヽenouspouchに流入する AVf･､と診断 した.

acetate(D)を用いて完全に閉塞 した.MCA か仁一の流

入動脈は開頭により,術中血管撮軒下iニッIトト′イした.

写にて MeA LT)流入動脈近位かと､)側副路を介した血流

0-･-71 I)モ膜下出血にて発症 した intraduraltrue

ophthalmieaneur),sm の 1例
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IC-ophthalmicaneul･ysm は.内頚動脈の眼動脈分

岐より後交通動脈分岐部までのいわゆる ophthalmic

segmentに発生する動脈痛である.今回.我々は. ク

モ膜.~FL､t用tにて発症 した眼動脈自体より発生した true

ophthalmicaneur),snl汀1卜TrueOPANlを経験

したので報告する.

症例ぼ69才男性.突然n頭痛,噛吐あり救急車にて当

村へ搬入された.瀬部 CT にてウモ膜下出血を認め,

脳血管槻W,にてi]-眼動脈に内頚動脈より分岐後 6mm

末梢に麿径 5mm し71動脈癌を認めた.Ⅰくt･/･tlrani0-0rhitEll

approaLlhにより動脈噛 '7日LリL-:ン>/:を行-,た.

TrueOr)/lN L,71報舘 ま数例をムるLT)jlできわ九十て稀

であく-.lntrこ10rt〕itこllophthこlllllicこIneurySm L!二(.よ鞄

なりクモ膜下出血にて発症する.硬膜外からの前床突起

の削除と祝廉管開放がクリッピソダに際 し有周であった.

0-射 内頚動脈閉塞術後12年を経過 して発生 し

破裂 した同側 trueposter-ioreomilluLlaト

ingallerl,aneurySm L･7)1例
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脳主幹動脈閉塞後,閉塞血管領域の血流を補うため他

の脳動脈に側副血行路として hernodynamicstressが

加わろ.こうした hem()dynanlicstrC,ssは脳動脈噛LI')

成田となり･'lることが如上打ている.今回我々は頚部内

頚動脈閉塞術後12年口に発生し破裂した trueposteriot-

cominucalingこlrteryこInPurySm L7)1手術例を経験 し

たので報吾する.症例は45れ1')良-性.28れr)時破裂前交

通動脈癖に対し限治術を受けたが.この時併存した右内

頚動脈癖に対 し musclewrLIPPingが行われた.3こけ

時この右内頚動脈境が破裂 したため占頚部内頚動脈閉塞

術及び右 STA-MCA 吻合術が行われ･lL.今回は突然


